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千葉県では千葉市を含めた 8 市共通の二次読影システムの広域的対策型内視鏡検診を

行っている。2017年に 2市(162万人)から開始し、2019年には 8市(356万人)の対策

型内視鏡検診二次読影を当センターで行っている。日本消化器内視鏡学会専門医が院

内に 2名在籍している場合は院内で二次読影が可能とし、二名以上在籍していない場

合は、当センターで二次読影を行うこととした。画像転送の方法は、CD-R 、DVD-Rに

全画像を記録し宅急便で送付することとした。二次読影の現状を報告する。2017年が

7081件、2018年が 11353件、2019年 13790件行った。二次読影提出段階での胃がん

発見率は、2018年 0.39%、2019年 0.30%。食道がん発見率は、2018年 0.10%、2019年

0.05%。対策型内視鏡検診の問題点を挙げると、検診時期は 2年に 1度である。今回生

検して group1だった場合等、1年後経過観察をしたい例もある。しかしこの気持ちが

受診者まで伝わっていないと思われる例があった。必要な時にはコメントを記載する

ようにした。画像評価も行っており、画質がなかなか改善しない先生に対しても根気

強くコメントを続けている。 


